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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
 

ホ
シ
オ
カ
 

（
ブ
ラ
ス
 

別
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
版
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
５
６
４
Ｆ

【
作
者
名
】

　
武
上
 

渓

【
あ
ら
す
じ
】

　
古
典
的
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
物
で
す
。
星
岡
幸
広
の
路
上
ラ
イ
ブ

に
や
っ
て
き
た
中
学
生
カ
ッ
プ
ル
は
一
体
何
者
？
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ー
第
１
話
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト

献
辞

管
理
者
の
ウ
メ
さ
ん
に

故
カ
ー
ル
 

セ
ー
ガ
ン
氏
に

本
作
を
捧
げ
る

 
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
 

ホ
シ
オ
カ

ー
第
１
話
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト

モ
ー
リ
ス
の
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
を
持
っ
て
、
星
岡
幸
広
（
ほ
し
お
か

ゆ
き
ひ
ろ
）
は
地
下
鉄
の
階
段
を
上
が
っ
て
い
っ
た
。
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上
は
、
名
古
屋
栄
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
広
場
。

さ
か
え

天
気
の
良
い
日
曜
日
の
午
後
。

一
緒
に
や
っ
て
る
南
谷
は
、
家
族
サ
ー
ビ
ス
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
に
行
っ
て
い

み
な
た
に

る
。
一
緒
に
や
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
、
前
回
か
ら
１
年
以
上
に
な
る
。

本
人
は
現
役
だ
と
言
う
が
…
路
上
ラ
イ
ブ
の
世
界
で
は
、
事
実
上
引
退
だ
。

星
岡
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
広
場
の
鷹
だ
か
鷲
だ
か
の
像
の
前
で
ギ
タ
ー
ケ
ー
ス

タ
カ

ワ
シ

を
開
い
た
。

ー
モ
ー
リ
ス
持
て
ば
 

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
も
夢
じ
ゃ
な
い
ー

そ
ん
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
踊
ら
さ
れ
て
、
大
学
の
時
に
買
っ
た
フ
ォ
ー
ク

ギ
タ
ー
。
こ
の
平
成
の
空
の
下
で
、
そ
ん
な
言
葉
に
踊
ら
さ
れ
る
馬
鹿
は
い
な

い
。

譜
面
台
に
ノ
ー
ト
を
載
せ
て
、
そ
の
前
に
ア
グ
ラ
を
か
く
。

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
る
と
、
制
服
の
カ
ッ
プ
ル
が
近
く
に
座
り
込
ん
で
き

た
。
女
の
子
の
制
服
か
ら
、
岐
阜
の
上
土
居
中
学
校
だ
と
星
岡
に
は
判
っ
た
。

こ
ん
な
に
近
く
に
座
り
込
ん
で
来
た
場
合
に
は
、
面
倒
を
抱
え
て
る
場
合
が
多

い
。
た
い
て
い
女
の
子
は
妊
娠
し
て
い
る
。
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
は
、
星
岡

を
人
生
相
談
の
人
だ
と
勘
違
い
し
た
が
る
。
人
の
人
生
に
コ
メ
ン
ト
す
る
よ
う

な
生
き
方
を
し
て
き
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
が
…
人
生
相
談
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
の
が
、

星
岡
の
悪
い
癖
だ
っ
た
。

こ
の
悪
い
癖
に
よ
っ
て
、
す
で
に
５
人
の
恋
人
が
愛
想
を
尽
か
し
て
離
脱
し
た
。

３
曲
歌
っ
た
後
。
星
岡
は
切
り
上
げ
る
事
に
し
た
。
手
拍
子
も
拍
手
も
ア
ン
コ

ー
ル
ま
で
な
い
。
観
客
は
こ
の
中
学
生
だ
け
だ
。
コ
イ
ツ
ら
は
、
超
ヘ
ビ
ー
級

の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
る
ら
し
い
。

「
聞
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
。
星
岡
幸
広
で
し
た
。
日
曜
日
の
同
じ
時
間
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に
や
っ
て
ま
す
。
ま
た
来
て
下
さ
い
。
」

星
岡
は
、
モ
ー
リ
ス
を
ギ
タ
ー
ケ
ー
ス
に
入
れ
、
譜
面
台
を
た
た
み
、
ザ
ッ
ク

に
ノ
ー
ト
と
一
緒
に
入
れ
た
。

「
じ
ぁ
な
。
」

星
岡
は
手
を
振
っ
て
、
歩
き
始
め
た
。

チ
ラ
ッ
と
見
る
と
、
２
人
は
つ
い
て
く
る
。

「
オ
ー
ケ
ー
。
」

星
岡
は
振
り
返
り
、
２
人
の
前
に
か
が
ん
だ
。

「
で
は
？
。
承
り
ま
し
ょ
う
。
ご
相
談
内
容
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
？
。
」

男
の
子
の
方
が
言
っ
た

「
こ
こ
で
は
…
ち
ょ
っ
と
。
」

「
わ
か
っ
た
。
飯
で
も
食
う
か
？
。
」

「
お
金
が
な
い
で
す
。
」

「
わ
か
っ
て
る
っ
て
。
お
ご
っ
て
や
る
よ
。
本
業
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
。
金
は

あ
る
。
」

ー
次
話
！

ー
第
２
話
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
 

ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
夫
妻
？
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ー
第
２
話
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
 

ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
夫
妻
？

ー
第
２
話
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
 

ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
夫
妻
？

東
急
ハ
ン
ズ
ア
ネ
ッ
ク
ス
の
上
の
イ
タ
飯
レ
ス
ト
ラ
ン
 

タ
ナ
チ
ュ
ー
ラ
レ
ン

テ
 

に
３
人
で
入
っ
た
。
女
の
子
の
方
は
し
ゃ
べ
ら
な
い
。
２
人
と
も
モ
ク
モ

ク
と
”
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
地
方
の
ナ
ス
の
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
゛
を
食
べ
て
い
る
。

「
そ
う
だ
。
食
え
。
食
う
時
は
食
う
事
だ
け
考
え
て
り
ゃ
い
い
。
」

１
０
分
で
、
ダ
ブ
ル
の
２
人
の
皿
は
空
に
な
っ
た
。

男
の
子
が
お
も
む
ろ
に
言
っ
た
。

「
ホ
シ
オ
カ
さ
ん
。
自
己
紹
介
し
ま
す
。
私
は
、
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
 

ア
ー
メ

ン
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
妻
の
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
で
す
。
妊
娠
３
ヶ
月
で
す
。
」

星
岡
は
、
胃
の
中
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ
が
月
に
向
か
っ
て
発
射
し
そ
う
に
な
っ
た
。

な
ん
と
か
飲
み
込
ん
で
言
っ
た
。

「
そ
れ
は
ネ
ッ
ト
上
の
名
前
だ
よ
な
？
。
」

「
い
え
。
本
名
で
す
。
」

コ
イ
ツ
は
、
路
上
ラ
イ
ブ
史
上
最
強
の
モ
ン
ス
タ
ー
だ
。

「
で
も
、
そ
の
制
服
は
上
土
居
中
学
校
の
だ
ろ
？
。
」

「
遭
難
し
た
際
の
装
備
で
す
。
た
ま
た
ま
コ
ピ
ー
し
た
の
が
、
そ
こ
だ
っ
た
ん

で
し
ょ
う
。
」

「
遭
難
？
。
！
。
し
た
の
か
？
。
」

「
は
い
。
バ
ス
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
気
を
つ
け
て
い
た
と
思
う
の
で
す
が
。
ど
う

や
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
の
直
撃
を
食
ら
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。
」
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「
つ
い
で
に
聞
い
て
良
い
か
？
。
ど
の
星
か
ら
来
た
？
。
コ
リ
ン
星
か
？
。
」

星
岡
は
隙
を
見
て
逃
げ
る
し
か
な
い
と
覚
悟
し
た
。

「
そ
ん
な
星
は
有
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
の
タ
レ
ン
ト
さ
ん
の
妄
想
で
す
。
月
の
裏

側
に
あ
る
コ
ロ
ニ
ー
で
す
。
」

「
裏
側
の
コ
ロ
ニ
ー
っ
て
…
サ
イ
ド
セ
ブ
ン
か
よ
。
」

「
サ
イ
ド
７
は
老
朽
化
し
て
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
サ
イ
ド
１
７
４
５
で
す
。
」

「
…
そ
い
つ
は
ど
こ
に
？
。
」

「
だ
か
ら
、
月
の
裏
側
で
す
。
座
標
数
値
が
必
要
で
す
か
？
。
」

「
や
め
と
く
よ
。
で
？
。
俺
に
ど
う
し
ろ
と
？
。
」

「
さ
っ
き
の
場
所
に
、
帰
還
で
き
る
緊
急
用
ポ
ッ
ド
が
有
る
ん
で
す
。
あ
れ
で
、

ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
ポ
イ
ン
ト
ま
で
行
け
ば
、
救
難
信
号
を
受
信
し
た
救
助
隊
が
来

て
く
れ
ま
す
。
救
助
隊
は
ナ
ラ
ク
ま
で
降
り
て
こ
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
」

「
ナ
ラ
ク
？
。
」

「
こ
の
星
の
名
前
で
す
。
」

「
こ
こ
は
、
奈
落
の
底
か
？
。
」

「
は
い
。
ナ
ラ
ク
ノ
ソ
コ
は
正
式
名
称
で
す
。
」

「
そ
れ
で
？
。
」

「
さ
っ
き
の
ギ
タ
ー
の
和
音
の
中
に
、
緊
急
用
ポ
ッ
ド
を
作
動
さ
せ
る
音
階
信

号
が
有
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
鷲
の
像
に
聞
か
せ
れ
ば
、
緊
急

用
ポ
ッ
ド
は
作
動
し
ま
す
。
」

星
岡
は
手
拍
子
も
拍
手
も
無
か
っ
た
事
を
思
い
出
し
た
。

「
だ
か
ら
、
黙
っ
て
聞
い
て
た
わ
け
だ
な
？
。
ん
じ
ゃ
あ
…
さ
っ
さ
と
作
動
さ

せ
よ
う
。
」

星
岡
は
立
ち
上
が
り
か
け
た
。
も
ち
ろ
ん
、
全
力
疾
走
で
逃
げ
る
つ
も
り
だ
。

「
問
題
が
あ
り
ま
す
。
」

「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
、
盛
り
上
げ
る
な
よ
。
」

「
盛
り
上
げ
る
つ
も
り
は
有
り
ま
せ
ん
。
」

「
わ
か
っ
た
。
何
が
問
題
だ
？
。
」

「
鷲
の
像
の
目
に
ハ
メ
る
、
デ
ー
タ
が
入
っ
た
水
晶
が
有
り
ま
せ
ん
。
」

「
ク
ソ
ッ
。
イ
ン
デ
ィ
ー
ジ
ョ
ー
ン
ズ
か
よ
。
…
そ
い
つ
は
ど
こ
に
？
。
」
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「
こ
れ
で
す
。
」

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
差
し
出
し
た
。

「
徳
川
美
術
館
？
。
鷲
の
兜
？
。
マ
ジ
か
よ
。
」

か
ぶ
と

特
別
展
示
の
写
真
の
中
に
、
鷲
の
前
立
て
（
ま
え
だ
て
）
が
つ
い
た
兜
が
あ
っ

た
。
し
っ
か
り
、
水
晶
の
目
が
つ
い
て
い
る
。

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ジ
ャ
ー
の
方
か
…
。
な
ん
で
こ
ん
な
と
こ
に
、
ハ
マ
っ
て

る
ん
だ
？
。
」

星
岡
は
冒
険
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
好
き
で
、
思
わ
ず
逃
げ
る
の
を
忘
れ
た
。

「
手
違
い
で
、
時
空
を
超
え
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
」

「
…
…
。
緊
急
用
ポ
ッ
ド
な
の
に
、
ち
っ
と
も
緊
急
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
ん
。
」

「
私
達
の
せ
い
で
は
有
り
ま
せ
ん
。
」

「
俺
の
せ
い
で
も
な
い
け
ど
？
。
」

「
助
け
て
下
さ
い
。
私
達
は
、
空
気
の
中
で
は
長
く
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
特
に

脱
出
用
装
備
は
耐
久
性
が
低
い
。
い
つ
穴
が
開
く
か
わ
か
ら
な
い
。
私
達
は
構

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
お
腹
の
子
だ
け
は
…
。
」

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
の
お
腹
を
見
た
。

「
わ
ぁ
か
っ
た
。
だ
が
な
、
俺
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
だ
。
美
術
品
を
盗
む
技
術

は
な
い
。
そ
れ
は
わ
か
る
か
？
。
」

「
は
い
。
し
か
し
、
徳
川
美
術
館
の
入
場
料
を
、
払
う
お
金
を
持
っ
て
ら
っ
し

ゃ
る
。
」

「
わ
か
っ
た
。
入
る
と
し
よ
う
。
ど
う
や
っ
て
盗
む
？
。
ケ
ー
ス
に
は
セ
ン
サ

ー
が
あ
る
。
警
備
員
も
い
る
。
捕
ま
っ
て
刑
務
所
行
き
だ
。
」

「
水
晶
を
入
れ
替
え
る
だ
け
で
す
。
」

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
２
っ
の
水
晶
を
取
り
出
し
た
。

「
ん
だ
か
ら
、
ど
う
や
っ
て
？
。
」

「
こ
の
水
晶
を
近
づ
け
る
と
、
兜
に
入
っ
て
い
る
水
晶
が
励
起
し
て
、
飛
び
出

し
て
く
る
は
ず
で
す
。
飛
び
出
す
と
、
入
れ
替
わ
り
に
目
に
入
り
ま
す
。
ハ
マ

っ
た
ら
逃
げ
ま
す
。
こ
の
水
晶
に
は
デ
ー
タ
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
兜
の
水

晶
と
同
じ
物
で
す
。
徳
川
美
術
館
に
損
害
は
出
ま
せ
ん
。
」

「
誰
が
近
づ
け
て
、
入
れ
替
え
て
逃
げ
る
ん
だ
？
。
」
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「
身
長
体
格
か
ら
言
っ
て
、
ホ
シ
オ
カ
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。
」

星
岡
は
気
絶
し
そ
う
に
な
っ
た
。

ー
次
話
！

ー
第
３
話
 

徳
川
美
術
館
に
つ
づ
く
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ー
第
３
話
徳
川
美
術
館

ー
第
３
話
 

徳
川
美
術
館

徳
川
美
術
館
に
入
場
料
を
払
っ
て
、
３
人
で
入
っ
て
ゆ
く
。

星
岡
は
入
っ
て
す
ぐ
に
、
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
を
止
め
た
。

「
何
か
？
。
」

「
知
り
合
い
が
居
る
。
」

「
問
題
が
？
。
」

「
別
れ
た
彼
女
だ
。
」

「
じ
ゃ
あ
問
題
無
い
の
で
は
？
。
」

「
１
０
ｍ
以
内
に
近
づ
く
な
と
言
わ
れ
て
い
る
。
」

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
星
岡
の
視
線
の
先
を
見
た
。
学
芸
員
の
Ｉ
Ｄ
を
ぶ
ら
下

げ
た
女
性
が
居
た
。

「
測
距
し
た
所
…
１
０
ｍ
と
４
ｍ
ｍ
で
通
り
抜
け
ら
れ
ま
す
。
」

「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
で
捕
ま
っ
た
ら
、
裁
判
所
で
証
言
し
て
く
れ
。
」

「
い
い
で
す
よ
。
」

星
岡
は
元
カ
ノ
の
理
香
子
に
見
つ
か
ら
ず
に
、
特
別
展
示
室
に
行
け
る
方
法
を

考
え
た
。

「
徳
川
家
に
つ
い
て
、
興
味
は
？
。
」

ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
の
方
が
答
え
た
。

「
最
後
の
将
軍
慶
喜
に
つ
い
て
は
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
で
し
た
。
」

「
運
が
い
い
。
あ
の
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
ぶ
ら
下
げ
た
女
性
が
見
え
る
か
？
。
」

「
視
線
を
ト
レ
ー
ス
し
ま
す
…
Ｉ
Ｄ
番
号
Ａ
７
４
５
５
 

エ
ン
ド
ウ
 

リ
カ
コ

 
主
任
学
芸
員
と
あ
り
ま
す
。
」
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「
バ
ッ
チ
リ
だ
。
彼
女
の
専
門
は
幕
末
史
だ
。
特
に
、
将
軍
慶
喜
が
大
阪
城
か

ら
ト
ン
ズ
ラ
し
た
史
実
に
つ
い
て
は
、
正
気
を
失
う
。
…
引
き
つ
け
て
く
れ
。
」

「
わ
か
り
ま
し
た
。
」

ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
は
、
理
香
子
に
向
か
っ
て
行
っ
た
。
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
星

岡
に
水
晶
を
渡
し
て
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
に
つ
い
て
ゆ
く
。

ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
は
、
理
香
子
に
話
し
か
け
た
。
完
全
に
周
辺
視
野
が
無
く
な
っ

た
理
香
子
の
後
ろ
を
、
星
岡
は
通
り
抜
け
た
。

特
別
展
示
室
に
は
、
入
り
口
と
兜
の
横
に
警
備
員
が
居
た
。
ケ
ー
ス
に
は
振
動

セ
ン
サ
ー
や
ら
、
光
セ
ン
サ
ー
や
ら
が
有
る
は
ず
だ
。
だ
い
た
い
ケ
ー
ス
の
防

弾
ガ
ラ
ス
を
ど
う
す
る
と
云
う
の
か
。

入
り
口
の
警
備
員
の
横
を
通
っ
た
所
で
、
早
く
も
兜
の
水
晶
が
励
起
し
て
振
動

し
て
い
る
の
が
見
え
た
。

「
心
の
準
備
を
す
る
時
間
も
無
し
か
よ
。
」

光
を
発
し
始
め
た
。

ど
う
や
ら
セ
ン
サ
ー
は
、
ケ
ー
ス
に
し
か
興
味
が
無
い
ら
し
い
。

兜
の
横
の
警
備
員
が
驚
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。
前
面
の
防
弾
ガ
ラ
ス
が
上
か

ら
溶
け
て
ゆ
く
。
理
香
子
が
星
岡
の
横
を
走
っ
て
兜
の
前
に
行
こ
う
と
す
る
。

そ
の
前
に
、
星
岡
の
手
の
中
の
水
晶
と
、
兜
の
鷲
の
目
の
水
晶
が
同
時
に
飛
ん

だ
。
マ
イ
ク
ロ
セ
コ
ン
ド
で
水
晶
は
入
れ
替
わ
り
、
光
は
消
滅
し
た
。

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
横
に
来
て
い
る
。

「
終
わ
っ
た
か
？
。
」

「
終
わ
り
ま
し
た
。
」

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
答
え
た
。

「
じ
ゃ
あ
ズ
ラ
カ
ル
ぞ
。
」

警
備
員
は
無
線
で
し
き
り
に
話
し
て
い
る
。

理
香
子
は
ケ
ー
ス
と
兜
を
調
べ
て
い
た
が
、
不
意
に
振
り
返
っ
た
。

や
け
に
専
門
的
な
事
を
質
問
し
て
き
た
中
学
生
の
女
の
子
と
連
れ
の
男
の
子
が

見
え
た
。
２
人
の
横
の
見
た
事
の
あ
る
顔
と
視
線
が
合
っ
た
。
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「
ユ
キ
ヒ
ロ
…
？
。
」

遠
藤
理
香
子
は
星
岡
が
大
好
き
だ
っ
た
。
だ
が
、
望
み
の
な
い
フ
ォ
ー
ク
シ
ン

ガ
ー
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
事
と
、
他
人
の
人
生
に
首
を
突
っ
込
む
事
を
や
め
て

欲
し
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
わ
ざ
と
愛
想
を
つ
か
す
振
り
を
し
、
別
れ
て
見
せ
て

い
た
の
だ
。

星
岡
は
あ
わ
て
て
視
線
を
外
し
て
、
逃
げ
始
め
た
。
２
人
の
中
学
生
を
急
が
せ

て
…
。

ー
い
っ
た
い
今
度
は
、
何
に
首
を
突
っ
込
ん
で
る
わ
け
？
。
ー

理
香
子
は
星
岡
の
後
を
追
っ
た
。

美
術
館
の
外
で
、
星
岡
に
追
い
つ
い
た
。
前
に
回
り
込
み
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
。

「
星
岡
さ
ん
。
別
れ
た
に
し
て
は
、
話
し
が
違
う
よ
う
で
す
ね
？
。
」

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
言
っ
た
。
理
香
子
は
そ
れ
に
構
わ
ず
問
い
た
だ
し
た
。

「
ユ
キ
ヒ
ロ
？
。
今
度
は
何
？
。
鷲
前
立
て
の
兜
の
ケ
ー
ス
が
溶
け
た
事
に
、

何
か
関
わ
っ
て
る
？
。
」

「
リ
カ
コ
…
。
俺
は
何
も
し
て
な
い
よ
。
」

「
こ
の
２
人
は
？
。
今
の
人
生
相
談
の
相
手
？
。
大
阪
城
の
天
守
か
ら
慶
喜
が

英
国
艦
隊
を
見
て
逃
げ
だ
し
た
な
ん
て
証
拠
が
、
グ
ラ
バ
ー
邸
に
あ
る
な
ん
て

話
。
こ
の
女
の
子
は
何
者
？
。
」

ー
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
や
り
す
ぎ
だ
よ
ー

と
思
い
な
が
ら
、
星
岡
は
逃
げ
を
試
み
た
。

「
ラ
イ
ブ
の
フ
ァ
ン
だ
よ
。
」

「
ど
う
見
て
も
。
子
供
が
出
来
ち
ゃ
た
中
学
生
の
カ
ッ
プ
ル
に
見
え
る
け
ど
？
。

」「
こ
の
女
の
子
が
妊
娠
し
て
る
の
は
事
実
だ
。
」

「
そ
れ
だ
け
？
。
」

「
ん
？
。
他
に
は
…
こ
の
２
人
を
家
ま
で
送
っ
て
あ
げ
る
だ
け
だ
け
ど
？
。
」

理
香
子
は
い
っ
た
ん
下
を
向
い
て
か
ら
、
星
岡
の
目
を
見
た
。

「
ユ
キ
ヒ
ロ
。
あ
の
鷲
前
立
て
の
兜
に
は
、
箱
書
き
が
あ
る
の
…
。
天
翔
る
舟
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が
落
ち
る
時
、
前
立
て
の
鷲
を
持
っ
て
青
き
翼
を
呼
び
、
天
に
帰
せ
。
そ
の
時

鷲
の
目
は
震
え
、
立
ち
塞
が
る
も
の
は
す
べ
て
溶
け
さ
ら
ん
。
…
さ
っ
き
、
鷲

の
目
が
震
え
る
の
を
見
た
。
ケ
ー
ス
の
防
弾
ガ
ラ
ス
が
溶
け
た
。
こ
の
２
人
は

…
誰
な
の
？
。
」

星
岡
は
ど
う
し
た
も
の
か
迷
っ
た
。

「
リ
カ
コ
…
。
俺
達
は
も
う
恋
人
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
俺
は
俺
の
思
う
よ
う

に
生
き
る
。
俺
の
や
っ
て
る
事
に
、
首
を
突
っ
込
む
権
利
は
…
お
ま
え
に
は
も

う
な
い
。
ほ
っ
と
い
て
く
れ
。
」

「
何
言
っ
て
る
の
？
。
」

「
も
う
つ
い
て
行
け
な
い
。
別
れ
る
っ
て
言
っ
た
じ
ゃ
ね
え
か
よ
。
違
う
か
？
。

」「
ど
う
し
て
か
考
え
て
く
れ
た
？
。
私
の
気
持
ち
が
ど
こ
に
有
る
か
を
？
。
」

「
考
え
た
さ
。
普
通
の
幸
せ
を
望
ん
で
る
ん
だ
ろ
？
。
俺
と
苦
労
す
る
つ
も
り

は
無
い
ん
だ
ろ
？
。
じ
ゃ
ぁ
幸
せ
に
な
れ
よ
。
ど
っ
ち
に
す
る
か
は
、
理
香
子

の
権
利
だ
。
」

「
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
だ
よ
。
」

星
岡
は
理
香
子
に
背
中
を
向
け
た
。

「
俺
と
泥
を
な
め
る
覚
悟
が
有
る
な
ら
。
今
夜
０
時
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
広
場
に

来
い
。
来
れ
ば
。
こ
の
２
人
が
誰
な
の
か
も
わ
か
る
。
」

星
岡
は
、
理
香
子
を
残
し
て
去
っ
た
。

ー
次
話
！

ー
第
４
話
 

緊
急
脱
出
用
ポ
ッ
ド
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ー
第
４
話
緊
急
用
脱
出
ポ
ッ
ド

ー
第
４
話
 

緊
急
脱
出
用
ポ
ッ
ド

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
広
場
に
戻
っ
て
、
夜
を
待
っ
た
。
こ
の
人
通
り
だ
。
ま
さ
か
、

写
メ
で
世
界
に
発
信
さ
れ
て
し
ま
う
訳
に
は
い
か
な
い
。

「
ホ
シ
オ
カ
さ
ん
。
リ
カ
コ
さ
ん
は
、
ホ
シ
オ
カ
さ
ん
と
別
れ
る
つ
も
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
」

ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
が
言
っ
た
。

「
ん
な
事
は
分
か
っ
て
る
。
リ
カ
コ
に
覚
悟
が
な
き
ゃ
、
俺
達
は
や
っ
て
ゆ
け

な
い
。
そ
れ
だ
け
の
話
し
だ
。
」

「
も
う
少
し
優
し
く
し
て
あ
げ
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
が
？
。
」

星
岡
は
、
鷲
の
像
に
右
手
を
置
い
た
。

「
理
香
子
は
、
名
大
の
准
教
授
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
さ
れ
て
る
。
本
人
は
隠
し
て
る

が
、
路
上
ラ
イ
ブ
の
仲
間
に
名
大
の
学
生
が
い
て
、
教
え
て
く
れ
た
。
日
本
史

の
研
究
者
と
し
て
も
、
そ
の
方
が
有
利
だ
。
俺
の
命
を
懸
け
て
で
も
、
そ
の
准

教
授
と
結
婚
さ
せ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
ど
ん
な
ひ
ど
い
事
を
言
っ
て
も
な
…
。
」

「
そ
れ
で
…
リ
カ
コ
さ
ん
は
幸
せ
で
し
ょ
う
か
？
。
」

「
幸
せ
に
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
。
経
済
的
に
安
定
し
た
家
庭
で
、
自
分
の

研
究
も
や
れ
る
。
俺
に
つ
い
て
き
た
ら
、
研
究
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
終
わ

り
だ
。
」

「
私
は
。
そ
う
は
思
わ
な
い
の
で
す
が
。
」

「
恋
だ
の
愛
だ
の
。
そ
ん
な
も
ん
は
、
１
年
２
年
の
話
し
だ
。
悔
や
ん
で
も
、

あ
っ
と
い
う
間
に
思
い
出
に
な
る
。
そ
れ
で
い
い
…
。
」

ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
は
、
星
岡
の
背
中
を
見
つ
め
た
。
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「
リ
カ
コ
さ
ん
は
、
一
生
悔
や
む
と
思
い
ま
す
。
ホ
シ
オ
カ
さ
ん
を
選
べ
な
か

っ
た
と
。
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
で
は
、
リ
カ
コ
さ
ん
は
そ
う
言
う
人
で
す
。
」

星
岡
は
、
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
に
鼻
先
を
く
っ
つ
け
て
怒
っ
た
。

「
サ
イ
ド
の
ス
ペ
ー
ス
ノ
イ
ド
だ
か
ら
っ
て
、
勝
手
に
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
な
ん
か

す
る
な
！
。
人
の
心
を
読
む
な
！
。
お
ま
え
に
理
香
子
の
何
が
わ
か
る
！
。
」

ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
も
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
、
星
岡
を
憐
れ
む
よ
う
に
見
た
。

「
す
ぐ
に
わ
か
る
。
理
香
子
は
来
な
い
。
そ
れ
が
答
え
だ
。
」

時
計
は
０
時
に
な
っ
た
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
広
場
に
人
影
は
無
く
な
っ
た
。

「
じ
ゃ
あ
。
そ
ろ
そ
ろ
行
く
か
。
」

星
岡
は
、
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
指
定
し
た
和
音
を
コ
ー
ド
譜
に
し
て
、
ノ
ー
ト

に
書
い
て
あ
っ
た
。

「
も
う
少
し
待
ち
ま
す
。
」

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
水
晶
を
鷲
の
目
に
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

「
あ
き
ら
め
が
悪
い
な
。
そ
っ
ち
の
負
け
だ
。
朝
に
な
っ
ち
ま
う
ぞ
。
」

目
を
閉
じ
た
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
が
言
っ
た
。

「
リ
カ
コ
さ
ん
…
今
、
教
授
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
断
り
ま
し
た
。
」

「
何
だ
っ
て
？
。
」

「
こ
ち
ら
に
来
ま
す
。
も
う
地
下
鉄
は
有
り
ま
せ
ん
か
ら
…
タ
ク
シ
ー
で
。
到

着
推
定
時
刻
は
…
…
０
時
２
２
分
２
０
秒
。
」

「
馬
鹿
じ
ゃ
ね
え
の
か
？
。
」

「
馬
鹿
は
。
ホ
シ
オ
カ
さ
ん
。
あ
な
た
で
す
。
」

１
０
分
が
過
ぎ
た
。

「
ホ
シ
オ
カ
さ
ん
。
問
題
が
生
じ
ま
し
た
。
」

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
深
刻
な
顔
で
言
っ
た
。

「
宇
宙
人
モ
ノ
で
問
題
っ
て
言
っ
た
ら
？
…
敵
の
襲
来
か
？
。
」
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「
は
い
。
サ
イ
ド
１
７
４
５
の
我
々
と
サ
イ
ド
１
７
４
４
は
戦
争
中
で
す
。
サ

イ
ド
１
７
４
４
の
ブ
リ
テ
ィ
ス
パ
ト
ロ
ー
ル
大
隊
が
私
達
を
見
つ
け
ま
し
た
。
」

「
じ
ゃ
あ
す
ぐ
に
行
か
な
い
と
！
。
目
を
入
れ
ろ
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
。
」

「
駄
目
で
す
。
私
達
が
行
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
リ
カ
コ
さ
ん
を
待
た
な
い
。
」

「
待
つ
わ
け
な
い
だ
ろ
う
？
。
一
生
に
一
度
の
ビ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ス
を
ゴ
ミ
箱
に

捨
て
た
馬
鹿
女
な
ん
か
。
拾
い
な
お
し
に
行
か
な
く
て
ど
う
す
ん
だ
よ
。
」

「
だ
か
ら
。
ま
だ
行
き
ま
せ
ん
。
」

２
０
分
が
過
ぎ
た
。

「
あ
と
２
分
２
０
秒
で
す
が
…
パ
ト
ロ
ー
ル
大
隊
が
来
ま
す
。
」

星
岡
は
、
上
を
見
上
げ
た
。
薄
い
ブ
ル
ー
の
膜
が
見
え
た
。
そ
こ
に
オ
レ
ン
ジ

ま
く

色
の
火
球
が
激
突
し
て
、
轟
音
と
閃
光
を
放
っ
た
。

か
き
ゅ
う

せ
ん
こ
う

星
岡
は
頭
を
抱
え
て
、
し
ゃ
が
み
こ
ん
だ
。

「
こ
の
防
御
シ
ー
ル
ド
は
、
ど
れ
く
ら
い
も
つ
？
。
実
物
は
初
め
て
見
る
け
ど
。

」「
あ
の
プ
ラ
ズ
マ
弾
で
は
、
貫
通
し
ま
せ
ん
。
パ
ト
ロ
ー
ル
大
隊
は
、
降
り
て

き
て
白
兵
戦
を
挑
ん
で
く
る
で
し
ょ
う
。
」

「
白
兵
戦
だ
ぁ
？
。
武
器
は
？
。
」

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
像
の
台
座
の
正
面
を
開
い
て
ゴ
ソ
ゴ
ソ
や
り
始
め
た
。

「
ま
ぁ
色
々
と
有
り
ま
す
。
こ
れ
な
ん
か
は
、
星
岡
さ
ん
で
も
扱
え
る
で
し
ょ

う
。
」

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
銀
色
の
円
筒
形
か
ら
青
い
光
の
棒
を
出
現
さ
せ
た
。

「
ラ
イ
ト
サ
ー
ベ
ル
か
ビ
ー
ム
セ
イ
バ
ー
か
？
。
」

「
我
々
は
カ
タ
ナ
と
言
っ
て
ま
す
。
」

星
岡
は
振
っ
て
み
た
。

「
ブ
ン
ブ
ン
言
わ
な
い
な
。
」

「
ホ
シ
オ
カ
さ
ん
。
映
画
の
見
過
ぎ
で
す
。
」

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
は
槍
の
よ
う
な
物
を
、
ス
ル
ス
ル
と
伸
ば

し
て
持
っ
た
。
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
顔
が
険
し
く
な
っ
た
。
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「
ど
う
し
た
？
。
さ
ら
に
問
題
か
？
。
」

「
は
い
。
リ
カ
コ
さ
ん
到
着
で
す
。
」

ー
次
話
！

ー
第
５
話
 

リ
タ
ー
ン

に
続
く
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ー
最
終
話
 

リ
タ
ー
ン

ー
最
終
話
リ
タ
ー
ン

ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し
た
理
香
子
は
、
ヒ
ー
ル
を
右
手
に
裸
足
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
広

場
の
階
段
を
上
が
っ
て
来
た
。

上
が
っ
た
所
で
、
立
ち
止
ま
っ
て
、
鷲
の
像
の
前
に
居
る
３
人
を
見
た
。

…
ま
る
で
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
。
２
人
は
ジ
ェ
ダ
イ
の
騎
士
？

そ
ん
な
事
に
は
構
っ
て
い
ら
れ
な
い
。

「
ユ
キ
ヒ
ロ
！
！
。
」

理
香
子
は
叫
ん
だ
。

星
岡
が
ラ
イ
ト
サ
ー
ベ
ル
を
持
っ
て
走
っ
て
来
る
。
星
岡
は
待
っ
て
い
た
。
理

香
子
は
抱
き
し
め
ら
れ
る
の
を
待
っ
た
。

「
伏
せ
る
ん
だ
！
理
香
子
っ
！
。
」

「
え
っ
！
！
。
」

と
っ
さ
に
し
ゃ
が
む
と
、
そ
の
上
を
星
岡
の
カ
タ
ナ
が
通
り
過
ぎ
た
。
ド
サ
ッ

と
音
が
し
て
、
ピ
ク
ピ
ク
し
た
肉
の
塊
が
２
っ
落
ち
て
き
た
。

星
岡
は
目
を
剥
い
て
（
む
い
て
）
い
る
理
香
子
を
抱
き
か
か
え
て
、
鷲
の
像
に

戻
ろ
う
と
し
た
。
そ
こ
に
幾
つ
も
の
影
が
落
ち
て
来
て
、
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
。

「
俺
の
女
に
手
を
出
す
ん
じ
ゃ
ね
え
！
！
。
」

ま
た
も
や
、
肉
の
焦
げ
る
臭
い
と
共
に
、
ピ
ク
ピ
ク
し
た
肉
の
塊
が
転
が
っ
た
。

さ
ら
に
、
影
が
落
ち
て
く
る
が
、
そ
れ
は
別
の
光
の
棒
が
貫
い
て
ゆ
く
。

理
香
子
と
星
岡
は
、
鷲
の
像
に
た
ど
り
着
い
た
。
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ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
笑
顔
で
言
っ
た
。

「
リ
カ
コ
さ
ん
。
お
待
ち
し
て
ま
し
た
。
い
っ
た
ん
我
々
と
一
緒
に
行
き
ま
し

ょ
う
。
」

「
ど
こ
に
？
。
」

「
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
ポ
イ
ン
ト
だ
…
」

星
岡
が
言
っ
た
。

「
こ
こ
に
来
た
っ
て
事
は
。
俺
と
な
ら
ど
こ
ま
で
だ
っ
て
行
く
ん
だ
ろ
？
。
」

「
う
ん
。
」

「
じ
ゃ
あ
。
つ
い
て
来
い
。
」

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
て
、
水
晶
を
鷲
の
像
の
目
に
入
れ
た
。

本
来
の
目
が
く
ぼ
ん
で
、
水
晶
が
入
っ
た
。

「
戦
う
の
は
、
私
と
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
で
や
り
ま
す
。
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
下
さ
い
。

」「
ま
か
せ
と
け
。
…
理
香
子
こ
い
つ
を
持
っ
て
て
く
れ
。
」

星
岡
は
カ
タ
ナ
を
、
理
香
子
に
渡
し
た
。

「
私
。
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
や
っ
て
た
の
知
っ
て
た
？
。
」

「
い
や
？
。
」

理
香
子
は
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
で
寄
せ
て
来
る
宇
宙
人
を
蹴
散
ら
し
始

め
た
。

２
０
個
の
コ
ー
ド
が
、
ノ
ー
ト
に
書
い
て
あ
っ
た
。

星
岡
は
１
っ
づ
つ
ビ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
ダ
ウ
ン
ス
ト
ロ
ー
ク
で
弾
き
始
め
た
。

１
９
個
目
に
来
た
時
、
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
言
っ
た
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
切
れ
ま
す
。
も
う
シ
ー
ル
ド
も
武
器
も
終
わ
り
ま
す
。
」

サ
イ
ド
１
７
４
５
パ
ト
ロ
ー
ル
大
隊
長
の
ブ
リ
テ
ィ
ス
大
佐
は
、
残
っ
て
い
る



19

の
は
自
分
だ
け
だ
と
気
づ
い
て
愕
然
と
し
た
。

が
く
ぜ
ん

し
か
し
、
ま
だ
自
分
の
レ
ー
ザ
ー
ガ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
残
っ
て
い
る
の
を
確

認
し
た
。

「
そ
こ
ま
で
だ
。
弾
く
の
を
止
め
ろ
。
用
が
あ
る
の
は
、
サ
イ
ド
１
７
４
５
の

２
人
だ
け
だ
。
お
前
達
の
命
は
と
ら
ん
。
」

星
岡
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
た
。

「
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
は
な
。
弾
く
の
を
止
め
る
時
は
、
自
分
の
意
志
で
止
め

る
。
他
人
の
指
図
は
受
け
ね
え
ん
だ
よ
！
！
。
」

星
岡
は
最
後
の
コ
ー
ド
を
鳴
ら
し
て
、
ネ
ッ
ク
を
持
つ
と
、
レ
ー
ザ
ー
ガ
ン
を

抜
い
た
ブ
リ
テ
ィ
ス
大
佐
の
頭
に
ギ
タ
ー
を
振
り
下
ろ
し
た
。

モ
ー
リ
ス
は
砕
け
散
り
、
ブ
リ
テ
ィ
ス
大
佐
は
崩
れ
落
ち
た
。

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
万
能
だ
な
ん
て
、
思
い
上
が
る
ん
じ
ゃ
ね
え
。
」

鷲
の
目
か
ら
、
青
い
光
が
ほ
と
ば
し
り
出
た
。

「
敵
は
全
滅
だ
。
も
う
宇
宙
に
行
く
必
要
は
な
い
な
。
」

「
そ
う
で
す
ね
。
で
も
何
か
あ
っ
た
ら
、
こ
こ
で
２
０
の
コ
ー
ド
を
弾
い
て
下

さ
い
。
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
ま
す
。
」

「
ん
な
事
は
無
い
事
を
願
っ
て
る
よ
。
」

星
岡
は
理
香
子
を
連
れ
て
、
鷲
の
像
の
前
か
ら
離
れ
た
。

青
い
光
が
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
を
包
み
込
ん
で
ゆ
く
。

２
人
は
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
て
、
手
を
振
っ
た
。
瞬
間
。

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
を
包
ん
だ
ま
ま
飛
ん
だ
。

星
岡
は
昇
っ
て
ゆ
く
青
い
光
を
見
上
げ
た
。

「
こ
い
つ
を
学
会
で
発
表
す
る
つ
も
り
か
？
。
箱
書
き
の
意
味
は
、
緊
急
用
脱

出
ポ
ッ
ド
の
取
扱
い
説
明
書
で
し
た
な
ん
て
。
」

理
香
子
も
光
を
見
上
げ
た
。

「
学
会
よ
り
。
都
市
伝
説
の
本
を
書
い
た
方
が
い
い
か
も
。
」

「
馬
鹿
だ
よ
。
お
前
は
…
。
」

「
お
互
い
様
で
し
ょ
？
。
お
似
合
い
だ
と
思
わ
な
い
？
。
」

星
岡
と
理
香
子
は
見
つ
め
合
っ
た
。
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砕
け
散
っ
た
ギ
タ
ー
の
ネ
ッ
ク
を
、
星
岡
は
捨
て
る
と
、
理
香
子
に
キ
ス
を
し

た
。

ー
２
時
間
後
 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
広
場

星
岡
と
理
香
子
が
去
っ
た
後
、
ブ
リ
テ
ィ
ス
大
佐
は
意
識
を
取
り
戻
し
た
。

「
ク
ソ
ッ
。
甘
く
見
過
ぎ
た
。
追
う
し
か
な
い
か
…
。
」

ブ
リ
テ
ィ
ス
大
佐
も
光
と
な
っ
て
飛
ん
だ
。

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
 

ホ
シ
オ
カ
 
 

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
編
 

 
 

完
結
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ー
後
書
き

ー
後
書
き

古
典
的
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
物
で
す
。
マ
ニ
ア
の
方
に
は
、
ラ
ス
ト

が
ベ
タ
で
申
し
訳
有
り
ま
せ
ん
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
広
場
と
鷲
の
像
は
名
古
屋
栄

に
実
在
し
て
ま
す
。
近
く
に
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
、
記
念
写
真
を
撮
り
に
行
っ

て
み
て
下
さ
い
。

鷲
前
立
て
の
兜
は
、
作
者
の
考
え
た
物
で
、
徳
川
美
術
館
に
行
っ
て
も
存
在
し

ま
せ
ん
。
美
術
館
の
方
を
困
ら
せ
る
事
の
無
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

最
初
は
１
０
０
０
文
字
以
内
の
軽
い
短
編
の
つ
も
り
で
し
た
が
、
遠
藤
理
香
子

が
登
場
し
た
分
だ
け
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
続
編
の
予
定
は
有
り
ま
せ

ん
が
、
幾
つ
か
伏
線
も
張
っ
て
お
き
ま
し
た
。
評
判
が
良
け
れ
ば
、
続
編
も
有

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

カ
タ
カ
ナ
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
物
語
と
言
う
の
も
悪
く
な
い
か
な
と
思
っ
て

ま
す
。
ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
の
Ｓ
Ｆ
を
読
ま
な
く
な
っ
て
随
分
な
る
な
ぁ
と
、
ホ
シ

オ
カ
を
書
い
て
い
て
気
付
き
ま
し
た
。

星
岡
幸
広
の
設
定
を
や
っ
て
て
、
こ
い
つ
ど
ん
な
歌
を
歌
う
ん
だ
ろ
う
っ
て
事

で
、
３
っ
ば
か
り
歌
詞
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
で
投
稿
し
て
や

ろ
う
か
と
考
え
て
ま
す
が
、
検
討
中
で
す
。

主
題
は
、
幸
せ
の
形
で
し
た
。
人
の
数
だ
け
あ
る
ん
だ
か
ら
、
他
人
で
は
な
く

自
分
で
探
し
て
決
め
な
い
と
、
な
ん
だ
こ
り
ゃ
に
な
り
ま
す
よ
と
…
ア
メ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
に
そ
ん
な
思
い
を
託
し
て
み
ま
し
た
。

ま
ぁ
。
星
岡
幸
広
の
巻
き
込
ま
れ
型
コ
メ
デ
ィ
で
読
ん
で
も
ら
っ
た
方
が
い
い

か
な
と
も
思
い
ま
す
。
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最
後
に
読
ん
で
下
さ
っ
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

で
は
ま
た
。
次
回
作
で
お
会
い
し
ま
す
。
武
上
渓
で
し
た
。

２
０
０
９
年
１
月
４
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
上
渓
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－
最
終
話
 

緊
急
用
脱
出
ポ
ッ
ド
（
ア
ナ
ザ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
（
前
書
き
）

第
３
話
か
ら
接
続
す
る
、
別
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
す
。
第
４
話
と
前
半
部
分
は
同

じ
で
す
。
ブ
リ
テ
ィ
ス
パ
ト
ロ
ー
ル
大
隊
が
登
場
し
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
戦
闘
シ

ー
ン
の
な
い
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
完
結
と
な
り
ま
す
。
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－
最
終
話
 

緊
急
用
脱
出
ポ
ッ
ド
（
ア
ナ
ザ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

ー
最
終
話
 

緊
急
脱
出
用
ポ
ッ
ド
（
ア
ナ
ザ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
広
場
に
戻
っ
て
、
夜
を
待
っ
た
。
こ
の
人
通
り
だ
。
ま
さ
か
、

写
メ
で
世
界
に
発
信
さ
れ
て
し
ま
う
訳
に
は
い
か
な
い
。

「
ホ
シ
オ
カ
さ
ん
。
リ
カ
コ
さ
ん
は
、
ホ
シ
オ
カ
さ
ん
と
別
れ
る
つ
も
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
」

ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
が
言
っ
た
。

「
ん
な
事
は
分
か
っ
て
る
。
リ
カ
コ
に
覚
悟
が
な
き
ゃ
、
俺
達
は
や
っ
て
ゆ
け

な
い
。
そ
れ
だ
け
の
話
し
だ
。
」

「
も
う
少
し
優
し
く
し
て
あ
げ
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
が
？
。
」

星
岡
は
、
鷲
の
像
に
右
手
を
置
い
た
。

「
理
香
子
は
、
名
大
の
准
教
授
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
さ
れ
て
る
。
本
人
は
隠
し
て
る

が
、
路
上
ラ
イ
ブ
の
仲
間
に
名
大
の
学
生
が
い
て
、
教
え
て
く
れ
た
。
日
本
史

の
研
究
者
と
し
て
も
、
そ
の
方
が
有
利
だ
。
俺
の
命
を
懸
け
て
で
も
、
そ
の
准

教
授
と
結
婚
さ
せ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
ど
ん
な
ひ
ど
い
事
を
言
っ
て
も
な
…
。
」

「
そ
れ
で
…
リ
カ
コ
さ
ん
は
幸
せ
で
し
ょ
う
か
？
。
」

「
幸
せ
に
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
。
経
済
的
に
安
定
し
た
家
庭
で
、
自
分
の

研
究
も
や
れ
る
。
俺
に
つ
い
て
き
た
ら
、
研
究
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
終
わ

り
だ
。
」

「
私
は
。
そ
う
は
思
わ
な
い
の
で
す
が
。
」

「
恋
だ
の
愛
だ
の
。
そ
ん
な
も
ん
は
、
１
年
２
年
の
話
し
だ
。
悔
や
ん
で
も
、

あ
っ
と
い
う
間
に
思
い
出
に
な
る
。
そ
れ
で
い
い
…
。
」

ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
は
、
星
岡
の
背
中
を
見
つ
め
た
。
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「
リ
カ
コ
さ
ん
は
、
一
生
悔
や
む
と
思
い
ま
す
。
ホ
シ
オ
カ
さ
ん
を
選
べ
な
か

っ
た
と
。
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
で
は
、
リ
カ
コ
さ
ん
は
そ
う
言
う
人
で
す
。
」

星
岡
は
、
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
に
鼻
先
を
く
っ
つ
け
て
怒
っ
た
。

「
サ
イ
ド
の
ス
ペ
ー
ス
ノ
イ
ド
だ
か
ら
っ
て
、
勝
手
に
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
な
ん
か

す
る
な
！
。
人
の
心
を
読
む
な
！
。
お
ま
え
に
理
香
子
の
何
が
わ
か
る
！
。
」

ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
も
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
、
星
岡
を
憐
れ
む
よ
う
に
見
た
。

「
す
ぐ
に
わ
か
る
。
理
香
子
は
来
な
い
。
そ
れ
が
答
え
だ
。
」

時
計
は
０
時
に
な
っ
た
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
広
場
に
人
影
は
無
く
な
っ
た
。

「
じ
ゃ
あ
。
そ
ろ
そ
ろ
行
く
か
。
」

星
岡
は
、
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
指
定
し
た
和
音
を
コ
ー
ド
譜
に
し
て
、
ノ
ー
ト

に
書
い
て
あ
っ
た
。

「
も
う
少
し
待
ち
ま
す
。
」

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
水
晶
を
鷲
の
目
に
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

「
あ
き
ら
め
が
悪
い
な
。
そ
っ
ち
の
負
け
だ
。
朝
に
な
っ
ち
ま
う
ぞ
。
」

目
を
閉
じ
た
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
が
言
っ
た
。

「
リ
カ
コ
さ
ん
…
今
、
教
授
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
断
り
ま
し
た
。
」

「
何
だ
っ
て
？
。
」

「
こ
ち
ら
に
来
ま
す
。
も
う
地
下
鉄
は
有
り
ま
せ
ん
か
ら
…
タ
ク
シ
ー
で
。
到

着
推
定
時
刻
は
…
…
０
時
２
２
分
２
０
秒
。
」

「
馬
鹿
じ
ゃ
ね
え
の
か
？
。
」

「
馬
鹿
は
。
ホ
シ
オ
カ
さ
ん
。
あ
な
た
で
す
。
」

２
２
分
２
０
秒
が
過
ぎ
た
。
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し
た
理
香
子
が
、
ヒ
ー
ル
を
右
手

に
持
っ
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
広
場
の
階
段
を
駆
け
上
が
っ
て
き
た

鷲
の
像
の
前
に
は
、
星
岡
と
あ
の
中
学
生
２
人
が
い
た
。
星
岡
は
待
っ
て
い
て

く
れ
た
。
理
香
子
は
、
立
ち
止
ま
っ
て
叫
ん
だ
。
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「
ユ
キ
ヒ
ロ
！
！
。
」

そ
の
理
香
子
に
向
か
っ
て
星
岡
は
言
っ
た
。

「
も
う
一
度
だ
け
考
え
直
し
て
み
ろ
。
教
授
夫
人
に
な
る
か
、
安
月
給
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
な
る
か
。
」

「
…
知
っ
て
た
の
？
。
」

「
一
生
に
一
度
の
ビ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ス
を
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
や
が
っ
て
…
。
一
緒
に

拾
い
直
し
に
行
っ
て
や
ろ
う
か
？
。
」

理
香
子
は
涙
を
こ
ら
え
て
、
上
を
向
い
た
。

「
い
い
。
ど
ん
な
ビ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
て
、
要
ら
な
い
物
は
要
ら
な
い
の
。

私
は
。
ユ
キ
ヒ
ロ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
な
る
の
！
！
。
」

星
岡
は
、
理
香
子
の
所
ま
で
歩
い
て
…
抱
き
し
め
た
。

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
と
顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
う
と
、
鷲
の
目

に
水
晶
を
入
れ
た
。
本
来
の
目
が
く
ぼ
ん
で
、
水
晶
が
入
っ
た
。

「
ホ
シ
オ
カ
さ
ん
。
盛
り
上
が
っ
て
る
最
中
に
申
し
訳
な
い
ん
で
す
が
、
ギ
タ

ー
を
弾
い
て
頂
け
ま
す
か
？
。
」

「
あ
～
そ
う
か
。
」

星
岡
は
、
理
香
子
の
顔
を
見
な
が
ら
言
っ
た
。

「
ギ
タ
ー
っ
て
？
。
」

「
説
明
し
よ
う
。
こ
の
２
人
は
月
の
裏
側
の
コ
ロ
ニ
ー
、
サ
イ
ド
１
７
４
５
か

ら
来
た
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
だ
。
バ
ス
が
事
故
に
遭
っ
て
、
遭

難
し
て
困
っ
て
る
。
今
、
水
晶
を
鷲
の
目
に
入
れ
た
。
俺
が
２
０
の
和
音
を
弾

く
と
だ
、
緊
急
用
脱
出
ポ
ッ
ド
が
発
動
す
る
。
２
人
は
家
に
帰
れ
る
と
言
う
訳

だ
。
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
だ
ろ
？
。
」

「
つ
ま
り
…
そ
の
水
晶
は
、
鷲
前
立
て
の
兜
に
入
っ
て
た
水
晶
？
。
」

「
そ
う
。
ス
ペ
ア
の
水
晶
を
近
づ
け
た
ら
入
れ
替
わ
っ
た
。
良
く
で
き
て
や
が

る
。
」

「
本
当
な
の
？
。
」



27

「
見
て
り
ゃ
わ
か
る
さ
。
」

星
岡
は
、
コ
ー
ド
を
ダ
ウ
ン
ス
ト
ロ
ー
ク
で
、
ひ
と
つ
づ
つ
弾
い
て
い
っ
た
。

２
０
個
目
の
和
音
が
響
く
と
、
鷲
の
像
は
青
い
光
を
発
し
始
め
た
。
星
岡
は
、

理
香
子
と
像
か
ら
離
れ
た
。

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
言
っ
た
。

「
何
か
有
っ
た
ら
、
こ
の
像
の
前
で
２
０
の
和
音
を
鳴
ら
し
て
下
さ
い
。
時
空

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
駆
け
つ
け
ま
す
。
」

「
ん
な
事
は
無
い
こ
と
を
願
っ
て
る
よ
。
だ
い
た
い
だ
な
～
何
か
有
っ
た
時
に

２
０
個
も
コ
ー
ド
弾
い
て
る
ヒ
マ
が
あ
る
と
思
う
か
？
。
」

「
ホ
シ
オ
カ
さ
ん
な
ら
、
や
れ
ま
す
よ
。
」

星
岡
は
あ
き
ら
め
顔
に
な
っ
た
。

「
わ
か
っ
た
。
頑
張
る
よ
。
」

今
度
は
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
が
理
香
子
に
言
っ
た
。

「
リ
カ
コ
さ
ん
。
あ
な
た
の
判
断
は
間
違
っ
て
ま
せ
ん
。
ホ
シ
オ
カ
さ
ん
は
、

ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
…
リ
カ
コ
さ
ん
が
幸
せ
に
な
る
の
は
確
実
で
す
。
」

星
岡
が
嫌
な
顔
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、
理
香
子
は
笑
っ
た
。

「
ユ
キ
ヒ
ロ
は
、
私
が
絶
対
幸
せ
に
し
ま
す
よ
。
」

う
な
ず
く
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
と
ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
青
い
光
が
包
ん
で
ゆ
く
。

瞬
間
。

２
人
は
飛
ん
だ
。

星
岡
は
、
上
に
昇
っ
て
ゆ
く
青
い
光
を
見
上
げ
な
が
ら
言
っ
た
。

「
こ
れ
を
学
会
で
発
表
す
る
つ
も
り
か
？
。
箱
書
き
の
意
味
は
、
緊
急
用
脱
出

ポ
ッ
ド
の
取
り
扱
い
説
明
書
で
し
た
な
ん
て
。
」

「
学
会
よ
り
。
都
市
伝
説
の
本
を
書
い
た
方
が
い
い
か
も
ね
。
」

「
お
前
は
馬
鹿
だ
よ
…
。
」

「
そ
れ
は
お
互
い
様
で
し
ょ
？
。
お
似
合
い
だ
と
思
わ
な
い
？
。
」
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星
岡
は
理
香
子
を
見
つ
め
た
。

星
岡
は
、
そ
っ
と
顔
を
寄
せ
る
と
理
香
子
に
キ
ス
を
し
た
。

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
ホ
シ
オ
カ
 

ア
メ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ホ
テ
ィ
オ
テ
ィ
編

ア
ナ
ザ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
完
結
。



29

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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